
9 月議会の内容をわかりやすくお知らせします

大宇陀在住　入江　透　さん　３１歳
宇陀市地域おこし協力隊員

空き家をセルフリノベーションして起業。
宇陀の歴史や自然豊かな環境を活かし活動中！！



●　
９
月
定
例
会　
●

宇
陀
市
の
こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た

９
月
定
例
会　

９
月
５
日
～
９
月
26
日

今
回
の
議
案
は

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
宇
陀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

今号ではこの中から３つを

市長提出議案…… ２０件
　条例の部………… １件
　予算の部………… ２件
　決算の部……… １１件
　その他の部 … …… ３件
　人事の部 … ……… １件
　行政報告の部…… ２件

議員提出議案……… 1件

1
令
和
３
年
度
決
算
を
認
定
し
ま
し
た

一
般
会
計
決
算
額
は
歳
入
総
額
２
０
５
億
８
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

歳
出
総
額
１
９
８
億
９
千
万
円

〈
認
定
第
１
号
〉　

令
和
３
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

歳
入
総
額
は
前
年
比
約
20
億
円
、歳
出
総
額
は
約

23
億
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。令
和
２
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
市
民
一
人
当

た
り
10
万
円
の
定
額
給
付
金
に
係
る
歳
入
歳
出

が
あ
り
ま
し
た
が
、令
和
３
年
度
に
は
な
か
っ
た

た
め
で
す
。

歳
入
で
は
、
市
税
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
で
す
が
、
地

方
交
付
税
が
約
５
億
円
の
増
、国
庫
支
出
金
が
約

22
億
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、衛
生
費
が
約
２
億
８
千
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。民
生

費
は
約
２
億
８
千
万
円
、農
林
費
は
約
１
億
９
千

万
円
、商
工
費
は
約
１
億
２
千
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

市
の
貯
金
の
一
つ
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
は
、約

４
億
８
千
万
円
積
み
増
し
て
前
年
比
約
３
億
４

千
万
円
増
の
約
20
億
３
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

市
債
は
、令
和
３
年
度
中
に
約
30
億
６
千
万
円
を

返
済
し
、年
度
末
で
前
年
比
約
９
億
円
減
の
約
２

３
４
億
２
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。財
政
指
標
の

一
つ
で
あ
る
経
常
収
支
比
率
は
、
４.
２
％
改
善

し
て
、92.

８
％
と
な
り
ま
し
た
。

決算総括表
（単位　金額：円、比率：％）

令和３年度 令和２年度 対前年度増減額
対前年度
増減率

歳　　入
一般会計 20,587,253,635 22,626,015,861 △ 2,038,762,226 △ 9.0
特別会計 9,056,989,689 8,748,530,097 308,459,592 3.5
合　　計 29,644,243,324 31,374,545,958 △ 1,730,302,634 △ 5.5

歳　　出
一般会計 19,893,936,152 22,203,572,730 △ 2,309,636,578 △ 10.4
特別会計 9,057,255,192 8,888,321,940 168,933,252 1.9
合　　計 28,951,191,344 31,091,894,670 △ 2,140,703,326 △ 6.9

歳入歳出
一般会計 693,317,483 422,443,131 270,874,352 64.1
特別会計 △ 265,503 △ 139,791,843 139,526,340 △ 99.8
合　　計 693,051,980 282,651,288 410,400,692 145.2

翌年度へ
繰り越す
べき財源

一般会計 43,605,000 21,699,000 21,906,000 101.0
特別会計 ― ― ― ―
合　　計 43,605,000 21,699,000 21,906,000 101.0

実質収支
一般会計 649,712,483 400,744,131 248,968,352 62.1
特別会計 △ 265,503 △ 139,791,843 139,526,340 △ 99.8
合　　計 649,446,980 260,952,288 388,494,692 148.9
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2
補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た

〈
議
案
第
44
号
〉　

令
和
４
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
財
政
調
整
基
金
（
市
の
貯
金
）
へ

の
積
立
や
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
費
用
、
榛
原
駅
前
交
流
施
設
整
備
事

業
、
大
和
信
用
金
庫
旧
榛
原
支
店
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
立

事
業
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
支
援
事
業
、
公
民
連
携
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
な
ど
、
総
額
７
億
９
千
２
百
７
３
万
６
千
円
を
追

加
す
る
補
正
予
算
を
承
認
し
ま
し
た
。

 

人
件
費（
正
規
職
員
８
名
分
）

　

 

新
規
採
用
職
員
は
、
毎
年
４
月
に
採
用
を
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
令
和
４
年
度
か
ら
10
月
採
用
を
実
施
し
、
安
定
し
た
職

員
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　
（
事
業
費　

３
千
１
８
万
１
千
円
）

 

財
政
調
整
基
金
積
立
金

　

 

後
年
度
に
お
い
て
、
財
源
不
足
が
生
じ
た
と
き
の
調
整
財
源

と
し
て
積
み
立
て
、
財
政
の
健
全
な
運
営
を
図
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

　
（
事
業
費　

３
億
２
千
５
百
万
円
）

 

公
民
連
携
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　

 

県
市
連
携
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
計
画
検
討

段
階
か
ら
民
間
企
業
な
ど
と
対
話
し
、
民
間
投
資
を
呼
び
込

む
た
め
に
民
間
事
業
者
・
大
学
・
団
体
・
行
政
な
ど
、
多
様

な
主
体
が
連
携
す
る
場
と
し
て
の
環
境
を
整
え
、
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
（
公
民
・
民
民
連
携
）に
よ
る
事
業
創
出
を
目
指
し

ま
す
。

　
（
事
業
費　

５
５
５
万
５
千
円
）

  

地
方
交
付
税
が
予
算
よ
り
６
億
円
以
上
収
入
増
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。ま
た
今
後
も
見
込

め
ま
す
か
。

  

臨
時
経
済
対
策
費
が
増
額
交
付
さ
れ
た
た
め
で
す
。な
お
、

こ
の
措
置
は
令
和
３
年
度
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

ま
ち
か
ど
ラ
ボ
の
利
用
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

  

観
光
案
内
及
び
各
大
学
の
研
究
拠
点
と
し
て
利
用
し
て
頂

い
て
い
ま
す
。利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
奈
良
県
立
大
、
近

畿
大
、大
阪
工
業
大
、奈
良
芸
術
短
大
な
ど
で
す
。

  

地
区
改
良
事
業
の
宅
地
分
譲
に
係
る
収
入
未
済
額
の
内
訳

と
今
後
の
改
善
策
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

  

現
年
度
・
過
年
度
合
わ
せ
て
８
件
で
、
２
千
２
９
０
万
９

千
円
で
す
。地
区
の
協
力
を
得
な
が
ら
改
善
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

  

奈
良
交
通
路
線
バ
ス
運
行
負
担
金
は
、
毎
年
増
え
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
市
民
に
還
元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
バ
ス

利
用
者
を
増
や
す
方
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

   

八
っ
ぴ
ー
商
品
券
に
地
域
公
共
交
通
券
を
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
令
和
２
年
度
は
負
担
金
が
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
の
予
算
に
反
映
で
き
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

会
計
年
度
任
用
職
員
の
応
募
数
、
能
力
実
証
、
再
度
の
任

用
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

  

２
年
間
の
登
録
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。制
度
開
始
の

令
和
２
年
度
は
３
３
８
名
、
令
和
４
年
度
は
３
８
８
名
で

す
。再
度
の
任
用
の
制
限
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

  

こ
ど
も
食
堂
運
営
支
援
費
の
実
績
が
予
算
の
半
分
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
原
因
と
広
報
等
の
手
立
て
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

   

３
団
体
で
36
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開

催
が
難
し
い
状
況
で
し
た
。そ
の
中
で
で
き
る
限
り
の
こ

と
を
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。広
報
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、市
長
と
の
懇
談
会
、開
設
セ
ミ
ナ
ー
等
で
行
っ

て
い
ま
す
。

  

各
障
が
い
者
や
子
ど
も
へ
の
福
祉
医
療
費
は
窓
口
で
一
旦

立
て
替
え
る
償
還
払
い
方
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。以
前
か

ら
要
望
の
強
い
窓
口
負
担
を
な
く
す
取
り
組
み
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

   

県
下
一
斉
に
窓
口
負
担
撤
廃
に
向
け
て
議
論
を
し
て
い
る

途
中
で
す
。早
け
れ
ば
、
令
和
６
年
頃
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
が
、ま
だ
は
っ
き
り
と
は
お
伝
え
で
き
ま
せ
ん
。

  

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
委
託
費
で
す
が
、
静
岡
で
悲
惨
な

事
故
が
あ
り
ま
し
た
。宇
陀
市
は
大
丈
夫
で
す
か
。

   

静
岡
の
よ
う
な
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
降
り
る
予
定
の

バ
ス
停
を
通
過
し
て
し
ま
っ
て
引
き
返
す
こ
と
が
２
度
あ

り
ま
し
た
。関
係
者
で
協
議
を
し
て
再
発
防
止
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。

  

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口
設
置
事
業
に
つ
い
て
、
利
用
件
数
と

事
業
の
効
果
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

  

市
職
員
が
対
象
の
事
業
で
、20
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
保
険
労
務
士
等
の
専
門
家
に
委
託
し
、
相
談
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
心
の
負
担
が
軽
く
な
っ
た
等
の
効
果
が
得
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
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大
規
模
盛
土
造
成
地
変
動
予
測
調
査
事
業

　

 
大
地
震
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
、
大
き
な
被
害
が
生
じ
る

お
そ
れ
の
あ
る
大
規
模
盛
土
造
成
地
変
動
予
測
調
査
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、安
全
性
の
把
握
を
行
い
ま
す
。

　
（
事
業
費　

９
０
０
万
円
）

 

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
支
給
事
業

　

 

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を

踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
（
住

民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
）に
対
し
て
、
１
世
帯
あ
た
り
５
万

円
が
プ
ッ
シ
ュ
型
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
（
事
業
費　

２
億
４
千
２
２
２
万
６
千
円
）

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

　

 

感
染
力
が
強
い
と
さ
れ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う
こ
と
で
、
従
来

株
ワ
ク
チ
ン
を
上
回
る
重
症
化
予
防
、
感
染
予
防
、
発
生
予

防
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
に
併
せ
、
生
後
６
ケ
月
以
上
４
歳

以
下
の
幼
児
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

　
（
事
業
費　

１
億
１
千
６
１
４
万
４
千
円
）

 

宇
陀
市
立
病
院
事
業

　

 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、
業
務
に
従
事
す
る
医

師
や
看
護
師
な
ど
に
対
し
て
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
を
行

い
ま
す
。

　
（
事
業
費　

６
１
２
万
円
）

  

い
き
い
き
地
域
づ
く
り
補
助
金
の
詳
し
い
内
容
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

  

こ
れ
ら
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る
補

助
金
で
、今
回
、神
戸
・
菟
田
野
・
伊
那
佐
地
区
・
西
谷
地

区
・
三
本
松
の
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
対
し
事
業

支
援
を
行
い
ま
す
。例
え
ば
、神
戸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
事
業
と
い
う
こ
と

で
、
環
境
美
化
作
業
用
の
機
械
器
具
等
の
購
入
費
に
充
て

ら
れ
ま
す
。ま
た
、
菟
田
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
移

住
定
住
に
よ
る
地
域
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
菟
田
野
魅
力

発
見
体
験
ツ
ア
ー
（
農
業
体
験
と
林
業
体
験
）
に
対
す
る

支
援
を
行
い
ま
す
。

  

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関
す
る
調
査
事
業
の
対
象
者
が

２
３
１
名
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選

ば
れ
て
い
ま
す
か
。

  

令
和
２
年
に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
の
調
査
区
か
ら
無
作
為

に
選
ん
だ
５
千
３
６
３
の
調
査
対
象
地
区
の
う
ち
の
１
地

区
が
対
象
と
な
り
、
こ
の
地
区
の
人
口
が
２
３
１
人
で
あ

る
た
め
で
す
。ま
た
、
こ
の
方
の
な
か
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て

い
る
方
や
、
長
引
く
病
気
や
け
が
な
ど
に
よ
り
、
日
常
生

活
の
し
づ
ら
さ
が
生
じ
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

  

大
和
信
用
金
庫
旧
榛
原
支
店
を
活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
整
備
に
伴
う
利
用
者
の
駐
車
場
問
題
と
物
価
高

騰
な
ど
に
よ
る
使
用
料
の
変
動
は
あ
り
ま
す
か
。

  

施
設
近
隣
の
民
間
駐
車
場
の
ご
利
用
を
促
し
ま
す
。ま
た
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
使
用
料
は
、
施
設
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
（
維
持
費
用
）の
試
算
を
基
に
決
定
し
て
い
る

た
め
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
（
初
期
費
用
）の
増
加
に
伴
う

使
用
料
の
改
定
は
し
な
い
予
定
で
す
。

  

公
民
連
携
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
で
は
、
ど
の
よ
う
な
民

間
企
業
と
連
携
を
取
り
、
ど
う
い
っ
た
計
画
を
進
め
て
い

く
の
か
伺
い
ま
す
。

  

現
在
宇
陀
市
が
進
め
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
政
策
や
市
の
地

域
資
源
な
ど
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
そ
う
な
民
間
企

業
を
想
定
し
て
お
り
、市
内
外
の
民
間
企
業
を
問
わ
ず
、大

学
な
ど
も
含
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
（
共
通
の
目
的
を
持
つ
複
数
の
企
業
や
大
学
な
ど

の
研
究
機
関
、
自
治
体
な
ど
が
協
力
す
る
た
め
に
結
成
す

る
共
同
体
）に
よ
る
新
し
い
事
業
を
創
出
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

〈
議
案
第
48
号
〉　

令
和
４
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

〈
議
案
第
49
号
〉　

令
和
４
年
度
宇
陀
市
立
病
院

　
　
　
　
　
　
　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

本
会
議
最
終
日
に

追
加
予
算
案
が
提
案
さ
れ
即
決
し
ま
し
た
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不
正
に
定
期
券
を
販
売
し
た
分
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
と

い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
か
。

 

条
例
、協
定
違
反
の
金
額
で
の
販
売
に
基
づ
く
提
訴
で
す
。

  

裁
判
は
、い
つ
ご
ろ
か
ら
で
す
か
。

 

令
和
４
年
10
月
以
降
に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

3
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
裁
判
を
起
こ
し
ま
す

〈
議
案
第
45
号
〉　

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
に
つ
い
て

１
．
訴
え
の
内
容

　

 

宇
陀
市
心
の
森
「
多
世
代
交
流
プ
ラ
ザ
」に
お
け
る
前
指
定

管
理
者
に
対
す
る
使
用
料
相
当
損
害
金
等
の
支
払
請
求
に

係
る
訴
訟
に
つ
い
て

２
．
訴
え
の
相
手
方

　

奈
良
県
宇
陀
市
大
宇
陀
岩
室
７
５
７
番
地

　

株
式
会
社
ハ
ブ
ア
ウ
ト
ド
ア
ー
ズ 

３
．
事
案
の
概
要

　

 

相
手
方
は
、
令
和
４
年
６
月
に
宇
陀
市
心
の
森
「
多
世
代
交

流
プ
ラ
ザ
」条
例
及
び
令
和
３
年
３
月
31
日
に
市
と
締
結
し

た
宇
陀
市
心
の
森
「
多
世
代
交
流
プ
ラ
ザ
」指
定
管
理
業
務

に
関
す
る
協
定
書
に
反
し
、
無
断
で
割
引
し
た
定
期
券
を
違

法
に
販
売
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、
購
入
者
が
、
当
該
定

期
券
を
利
用
し
、
又
は
今
後
利
用
す
る
こ
と
で
、
本
来
得
ら

れ
る
べ
き
使
用
料
が
徴
収
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

４
．
経
過
概
要

　

令
和
３
年
４
月
１
日

　

・ 

相
手
方
に
よ
る
宇
陀
市
心
の
森
「
多
世
代
交
流
プ
ラ
ザ
」

の
指
定
管
理
期
間
開
始（
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

令
和
４
年
３
月
31
日

　

・ 

相
手
方
よ
り
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
辞
退
届
提
出

　

・ 

宇
陀
市
長
よ
り
相
手
方
に
取
消
日
を
令
和
４
年
６
月
30
日

と
し
た
指
定
管
理
者
指
定
取
消
の
決
定
を
通
知

　

６
月
11
日

　

・
違
法
な
定
期
券
の
販
売
を
開
始

　

６
月
13
日

　

・
市
が
販
売
停
止
の
指
導
を
行
う

　

６
月
17
日

　

・
引
き
続
き
違
法
に
定
期
券
販
売
を
行
う

　

６
月
29
日

　

・ 

相
手
方
に
対
し
、
定
期
券
払
い
戻
し
及
び
回
収
に
関
す
る

書
面
通
知

　

６
月
30
日

　

・
指
定
管
理
者
指
定
期
間
終
了

　

７
月
８
日

　

・ 

相
手
方
に
対
し
、
再
度
定
期
券
払
い
戻
し
等
に
関
す
る
書

面
通
知

５
．
訴
え
の
趣
旨

⑴  

宇
陀
市
心
の
森
「
多
世
代
交
流
プ
ラ
ザ
」の
指
定
管
理
者
で

あ
っ
た
相
手
方
が
、
違
法
に
定
期
券
を
販
売
し
た
こ
と
に
よ

り
、
市
が
本
来
得
ら
れ
る
べ
き
使
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
使
用
料
相
当
額
の
損
害
賠

償
金
及
び
こ
れ
に
対
す
る
遅
延
損
害
金
の
支
払

⑵ 

訴
訟
に
係
る
弁
護
士
費
用
の
支
払

６
．
資
料

⑴ 

定
期
券
販
売
に
係
る
館
内
掲
示
物

　

 

令
和
４
年
６
月
11
日
か
ら
館
内
で
掲
示
さ
れ
て
い
た

　
【
撮
影
日
：
令
和
４
年
６
月
13
日
】

　

  

正
規
の
利
用
料
金
、６
ヶ
月
４
５
，０
４
０
円
、１
年
８
４
，８
５
０
円 

⑵ 

定
期
券
購
入
者
へ
の
周
知
に
係
る
館
内
掲
示
内
容
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それぞれの居場所について

   新学期が 始ま る こ の 時期は 自殺件
数、不登校になる子どもたちが増え
る傾向です。子どもたちの小さなＳ
ＯＳに気づくために気をつけている
ことはどのようなことですか。

   教員は日頃から児童生徒の表情や服装、持ち物、遅
刻の状況などの変化を注意しています。担任だけで
なく、教育相談コーディネーターを核にスクールカ
ウンセラー等、家庭とも連携して小さなＳＯＳの早
期発見、早期対応に努めています。

   サッカー教室やピアノ、書道等習い事ができる特色
ある学童が増えつつあります。宇陀市の学童保育の
特色や取り組み等をお聞きします。

    市の学童は全て公立の学童です。第一の目的は子ど
もたちが安心・安全に過ごせる場所を確保するこ
と、放課後に帰宅して過ごすような生活の場を目的
としています。小学校敷地に設置しているので体育
館や運動場を使用でき、児童のニーズも確認し、委
託先の事業所と相談して居心地がいいと思える居
場所づくりを目指しているところです。

   子ども食堂が全国的に広がりをみせています。市で
は団体に対して補助金が交付されていますが、その
他に県などから何らかの支援はありますか。

  子ども食堂に補助をしている市町村がまだ少ない
状況ですので県からも注目していただいていると
ころです。
奈良県社会福祉協議会が県と共同で奈良こども食
堂ネットワークを立ち上げ、開設や運営のノウハ
ウ、他の助成金、フードバンク等からの食材の提供
等の情報提供が行われています。

   １０月は里親月間です。８月に市役所で初めて里親
説明会が開催されました。参加された人数と内容を
お聞きします。

  ２名の参加があり「わかりやすい説明で参加して良
かった」「情報の共有が出来て良かった」とご意見を
頂きました。内容は「里親支援期間児童家庭支援セ
ンターてんり」の職員より、里親の種類、支給され
る費用、里親の申し込みから登録までといった基本
的な説明がありました。

 その他の質問
　障害者地域自立支援協議会の取り組みについて

松浦 利久子
議員

一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　

10
年
在
職
表
彰

Topics

奈
良
県
市
議
会
議
長
会
よ
り
亀
井

雅
之
議
員
、
勝
井
太
郎
議
員
が
10

年
在
職
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
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無医地域解消と 医療環境充実の
役割を担う移動診療車について

     現在、市内で移動診療車について不
適切な情報が流され、市民の不安や
怒りを煽るような状況のなか、改め
て、目的、現状、今後の取り組み等、
お尋ねします。

  平成２９年から３０年にかけて、市内の開業医が相
次いで閉院され、特に大宇陀地域は開業医が１院の
みとなり、医療の空白地ができてしまいました。平
成３１年に始めた「宇陀市地域医療検討会」では、今
後も同じような地域ができる可能性を考え、複数個
所に出向き診療できる『移動診療車』が良いのでは
との結論に至っていました。現在、大宇陀人権交流
センター、田原集会所において、通常診療以外にも、

「発熱外来」「ワクチン接種」を行い、受診者が増加し
ています。今後、早ければ１１月には「特定健診」「お
達者健診」「がん検診」を実
施していきたいと考えて
います。災害時には、避難
所に併設する救護所の役
割を担う等、活用の可能性
が広がっていくものと考
えています。

（市長）高齢化が進む中、「面倒見の良い地域医療」
を提供し、市民の健康で安心な暮らしを支えていき
たい、そのためにも移動診療車は効果的であると考
えています。

県市連携のまちづくりの取り組みについて

   県市連携のまちづくりの現状をお尋ねします。

  まちづくり連携協定の４地区のまちづくり基本計
画については、県との協議を概ね終えることがで
き、今後は内容をより具体的かつ実効性の高いもの
にしていきたいと考えています。また、健康増進エ
リアについては、１０月より市民ワークショップを
開催予定で、整備のコンセプトや基本方針の検討を
進める予定です。更には、公民連携・民民連携を進
めるために、その繋がりのきっかけとして「公民連
携まちづくりプラットフォーム」を立ち上げていき
たいと考えています。

（市長）８月に知事と面談した際、「県も財政支援す
るので早く始めた方が良い」とのお話を頂いた。民
間が参画するまちづくりを宇陀市全体の活性化に
繋げていきたいと考えています。

 その他の質問
　自動運転サービス事業について

井谷 憲司
議員

「多世代交流プラザ (通称)大宇陀
温泉あきののゆ」の現況について

    市の直営（市が経営）運営する事で
市民の皆様から、市が経営する冒険
を指摘する声が大きい。大丈夫です
か？

  配属職員には、従来の公務員的な発想ではなく、利
益追求の視点に立った認識を持ち、委託事業者で
ある奈良交通社員および現場スタッフとも頻繁に
ミーティングしながら、常に改善と意識共有を図る
よう指示しております。皆が何とか「あきののゆ」
を継続、再生、活性化させようと頑張っております。

   直営に替えることになった理由は？

  「前指定管理者の業務処理が著しく不適当と認めら
れる」ということです。以前より前指定管理者にお
きましては公共料金の未払い、また業者間の未払い
などがありました。令和４年３月には従業員に対し

「営業不振で給与を支払うことができない。不安が
ある方は観光課に問い合わせてほしい」というよう
な責任を市に転嫁するような内容のＬＩＮＥが一
斉送信されたことから、市としては前指定管理者に
対し、これ以上信頼関係をもって指定管理を継続す

ることが困難との結論に至りました。そして、これ
らのことが協定書に定める「指定管理者として管理
運営業務を継続することが適当ではない」に該当す
ることから、指定取消しに向けた協議を開始するこ
ととなりました。

   指定取り消しに至るまでの手続きはどのようにさ
れたのですか？

   前指定管理者に対し、市の方針の説明を行うととも
に、指定管理業務からの撤退、また辞退の意向を確
認したうえで、書面通知や協議などの手続きを進め
てきました。その結果、３月３１日に辞退を希望す
る日を６月３０日とした辞退届が前指定管理者本
人から提出されました。

   今議会の提訴議案第４５号にあるような損害が発
生した状況は？

   条例および協定書に違反した定期券の販売がなさ
れました。私（市長）と副市長が直接、指定管理者の
元へ行き、事情を聴きましたが、前指定管理者は「知
らない、分からない、覚えていない」を繰り返すば
かりで、このままでは対話での解決はできないもの
と判断し、やむをえず今回の上程に至りました。

上田  德
議員
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コロナ感染者および濃厚接触者
における医療状況について

     コロナ感染者が必要な医療を受ける
ことができているか。

 保健所に発生届が実施され、保健所
が入院や宿泊療養の調整、自宅療養中の診療も保健
所が医療機関の調整を図ることになっています。し
かし、本年７月中旬から始まった第７波において
は、保健所の機能がひっ迫し適切に対応できないこ
とが常態化していました。

   市立病院の一例から、このような場合も保健所に対
応してもらう以外方法はないのか。

  自宅療養者は、体調が悪くなっても、保健所に連絡
がつかない、受診できる医療機関の情報がない、ど
の医療機関からも受診を断られる等、非常に不安な
思いで過ごされたこととお察しします。９月２６日
からは、感染を診断した場合の発生届について全国
一律で簡素化されます。
併せて、「健康フォローアップセンター 」を全都道
府県に設置することも要請され、陽性者の体調急変
時等に相談を受け、医師等の助言を受けながら、必
要な方を適切に医療に繋ぐ機能を果たします。

   市立病院として何か対策はできないか。

    試験的に８月末の２日間、「臨時ドライブスルー発
熱外来」をおこないました。医師や看護師の負担を
かなり軽減できたと実感しています。感染拡大の波
が来た時には、再度「臨時ドライブスルー発熱外来」
を実施し発熱外来の負担軽減することで、診察や治
療に専念できる体制がとれることを期待します。今
後、あくまでも医師の判断
にはなりますが、可能な限
り受け入れ体制を整えて
まいりたいと考えていま
す。

   保健所の改善も含め市長のお考えを。

  市民の不安の大きさは、はかり知れないと強く感じ
ました。保健所へ「新型コロナ感染症における自宅
療養者への受診体制の強化について」の要望書を出
しております。オミクロン対応ワクチンも9月中に
開始されます。一丸となってこれからもしっかり対
策してまいります。

 その他の質問
　小・中学校の放課後教育について

通学通園路の安全確保に向けた
対策の進捗状況について

 昨年１ ２ 月議会の 一般質問で 明ら
かになった、市内通学路の危険箇所
４０箇所のうち、安全対策が行われ
ていない未実施９箇所は、その後ど

のように改善されましたか。また、市内幼稚園・保
育園・こども園の通園路の危険箇所等は、調査して
いますか。

   通学路における９箇所ある危険箇所のうち、３箇所
は対応済みで、費用を要する歩行者用信号機の設置
については、令和４年度中の実施予定としていま
す。
また、市内幼稚園・保育園・こども園については、
保護者の送迎と通園バスの利用が原則となってお
り、学校のように毎年通園路の安全点検は行ってい
ませんが、令和元年５月に発生した滋賀県大津市の
痛ましい交通事故を受け、園外保育の経路などの緊
急安全点検を実施しました。その結果、１５の危険
箇所が見つかり、各施設において、それぞれ予防対
策を講じた安全保育・安全教育・安全管理の実施に
努めています。加えて、通園時や園外保育における
事故の予防と適切な対応を行うために「園外保育安
全マニュアル」を策定し、事故の発生をできる限り

防ぎ、子どもへの安全教育の徹底を図っているとこ
ろです。

   宇陀市ホームページで更新された「宇陀市通学路交
通安全プログラム」に添付されている「令和３年度
宇陀市通学路危険箇所一覧表」によると、７５の危
険箇所と具体的な対策が示されていますが、これら
の進捗状況と本年４月と９月に改定された具体的
な内容について伺います。

  ７５ある危険箇所のうち、４２箇所は対策済みで、
残りの３３箇所は、令和４年度実施予定が２３箇
所、令和５年度に８箇所、令和７年度に２箇所を実
施する予定です。また、本年４月に行った「宇陀市
通学路交通安全プログラム」の改定では、こども未
来課がメンバーの一員となる改定を行い、９月の改
定では、通学路安全対策推進会議の会長を市長に、
事務局を教育長とする体制としました。

   奈良県の支援体制について伺います。

   奈良県からは、第三者視点での提案を受け、県の財
政的な支援の一つである「奈良県通学通園路安全確
保支援事業補助金」の活用を検討していく予定で
す。

亀井 雅之
議員

田中 剛志
議員
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榛原駅前交流施設の運営について

 計画を決めてからの経緯について。

 平成３０年１２月に閉店したミス
タードーナツの跡地活用について、
令和３年６月に結成した活性化プロ

ジェクトにより検討及び協議を重ね、榛原駅利用者
の利便を図るとともに、観光及び地域情報の発信拠
点として、多彩な交流活動を促し、魅力と活力あふ
れるまちづくりに資することを目的とする宇陀市
榛原駅前交流施設を設置することとなりました。

   議案の取り下げ理由について。

   今回の上程内容が議会の審議に耐えうるような内
容ではないと判断しました。理由は令和４年度、５
年度の収支計算が明らかに間違っている、収支計画
全体を見ても、適正かつ効率的、効果的な事業運営
を期待出来ない、保守管理費の修繕費や管理点検費
用、アプリを活用しての宇陀の見どころマップ等の
提案にあるアプリ開発費が計上されておらず、提案
の実現性が明らかでないことです。

 今後について。

   この事業は、宇陀市の活性化には重要なものである
と考えています。現在、指定管理のあり方の検討作
業をしており、新たに取り組む施設であるため、当
面は直営で進め、改善点を洗い出し、適切な時期に
指定管理に移行する方策を検討しています。

保育園・こども園での保育環境の改善について

  保育園・こども園でのおむつの持ち帰りの状況と
公衆衛生面について。

   一日分の使用済みおむつを、ビニール袋に入れ密閉
して持ち帰ってもらっています。公衆衛生面につい
ては、ビニール袋を二重に密閉して感染拡大防止対
策や夏場の異臭対策を図っています。

   おむつの一括処理について検討をすすめる予定は
ないか。

   現実的には、使用済みのおむつをご家庭で確認観察
して子どもの健康状態の把握をする保護者は多く
ないと思われます。
今後、市としましては、保護者のニーズ、保育士の
意見、処分するおむつの量、保管場所の衛生管理、
他市の状況等を確認しながら、また、費用も積算し
ながら、検討していきたいと考えております。

井戸家 理夫
議員

旧統一教会（世界平和統一家庭
連合）との関係について

  旧統一教会は、宗教法人を隠れ蓑に
霊感商法や多額の献金強要等が問題
になっています。市として同教会に
対しての認識をお尋ねします。

   １９９０年代から合同結婚式、霊感商法等の問題を
起こしており、行政として一切関わりを持つ必要は
ないと考えています。

   市・市教育委員会、社会福祉協議会による同協会や
関連団体に後援名義の使用許可や集会等への挨拶、
寄付の受け入れ等の有無についてお尋ねします。

   調査の結果、一切ありませんでした。

   一政治家として市長はどうですか。

   一切ありません。

   市長は同教会と関わりのある国会議員等を選挙で
支援していますが、どう考えていますか。

   政治家個人に関するものなので、答えられません。

インボイス制度について

  来年１０月から消費税制に係るインボイス制度（適
格請求書）が始まろうとしています。従来免税され
ていた中小零細事業者にも消費税が課税されます。
これによる地域経済への影響と市としての支援に
ついてお尋ねします。

  免税事業者の取引に懸念が考えられます。国として
相談窓口設置、補助金制度等が行われます。市とし
ては、これらの周知、案内が役割と考えています。

   シルバー人材センター会員個人や同センターへの
影響と市としての支援の必要性について。

  会員個人への消費税の取り扱いが替わるため、同セ
ンターへの大きな影響が懸念されます。支援につい
ては、国の動向を注視していきます。

   同制度開始に伴う市の各会計（一般、病院、水道）の
対応をお尋ねします。

  インボイス発行事業者としての登録は行います。
各会計とも免税事業者であっても取引は従来通り
行っていきます。

八木 勝光
議員
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空き家対策について

 宇陀市では空き家バンク制度、移住
定住体験施設など、移住定住、空き家対
策事業が行われています。
しかしながら、移住を希望して空き家
バンクに登録している市外の方が約

２００名いるのに対して空き家バンク登録物件数
は約３０件となっており、十分な空き家を提供でき
ない状況になっています。
一方で中心市街地、山間地域を問わず空き家が目立
つようになってきています。また、高齢独居世帯が
増え今後も空き家は増加の一途をたどることが見
込まれています。
市が把握している範囲で今現在、市内にはどの程度
の空き家があるのでしょうか。

  ２０１９年現在になりますが、７４６件の空き家が
あることを把握しています。

  ７４６件のうち、速やかに解体などを行わなければ
ならない危険な空き家、「特定空き家」はあるので
しょうか。

  特定空き家指定をしている空き家は現在ございま
せん。

 空き家が手放されない理由として、
「売却、賃貸を行うには家の片付けが必要になりそ
の手間と費用負担があるために躊躇している。」

「空き家を売却する時の価格の目安がわからない。」
「仏壇、墓地があるため手放すことを躊躇してい
る。」

「親族などから手放すことへの反対がある。」
などが挙げられるのではないでしょうか。
市や地域が主体になった空き家のサブリース事業、
空き家の片付け支援、空き家を手放したあとも彼岸
の墓参りなどが行えるように支援することも必要
ではないでしょうか。
定期借家契約による賃貸が行えるようになれば空
き家を手放すことなく有効活用をすることができ
ます。
また、実際に手放す決断を促せる細やかなシミュ
レーションを行うことも必要です。市として空き家
の流動性を高める取り組みを行う必要性は感じて
おられるのでしょうか。

   近隣自治体の取り組みを参考に検討をしてまいり
たいと考えます。

 その他の意見
　 橿原市などでも取り組みが始まっています。できる

ことからやり始めましょう。

勝井 太郎
議員

榛原のまちづくりと
子育て支援について

    榛原のまちづくりの課題と解消に向
けての計画について。

 多くの課題があると認識しており、
特に、①玄関口としての駅前の機能②遊休資産の活
用③交通安全の確保といった課題があると認識し
ています。①玄関口としての駅前の機能について
は、近鉄榛原駅は、宇陀の玄関口のみならず、奈良
県東部の玄関口、大和高原の玄関口となるところで
すが、観光案内や情報発信機能が弱いという課題が
あります。また、土産物の購入や乗り換え待ちの際
の待機場所が少ないなど、利便性が確保されていな
いという課題もあります。
これに対して、現在、進めている駅前交流施設は、
その役割を担うものだと考えています。②空き店舗
の増加や低未利用地が存在するなど、遊休資産の活
用も課題と考えています。現在進めているサテライ
トオフィスは、旧大和信用金庫の空き店舗を活用す
る取り組みであり、今後も引き続き、空き店舗の利
活用を促進していくことが必要と考えています。③
交通安全確保の面では、歩行者と自転車の交錯が特
に課題と感じている。そのため、公共施設へのアク
セス等を考慮し、歩行空間の確保を図っていき、ま

た、安全安心に歩ける環境づくりを進めていく必要
があると考えています。更に、過度に車に頼らない
生活様式の推奨など、公共交通の利用を促進する取
り組みも必要と考えます。

    駅前周辺の東部農林跡地や旧久保石油跡地の利用
計画はどのように考えているのか。

  東部農林跡地や旧久保石油跡地については、今後、
民間の活用も含め、検討を進めていきます。

  榛原のこども園設置に向けた進捗状況について。

  榛原地域においては、今後の園児数の動向も見据
え、市立の幼稚園及び保育園を再編し、良質な教育・
保育環境を提供することを目的として、幼保連携型
認定こども園１箇所の整備に向けた取り組みを進
めており、今年度中に土地選定をし
ていきたいと考えています。榛原に
設置するこども園にも「地域子育て
支援センター 」の機能を有するも
のとなります。

 その他の質問
　道路や水路の維持管理について

廣澤 孝英
議員
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西岡 宏泰
議員

第4次行（財）政改革の
進捗状況と市長マニフェストの
実行性と成果現況について

  第４次行革の課題である重症警報か
らの脱却の現況について。

    ①県と財政健全化の推進に関する協定を締結、県よ
り既発債の借換えに伴う無利子貸付や繰上げ償還
に必要な補償金の財政支援を受けております。
②財政規律に配慮しながら財政運営に努めること
により、財政調整基金からの繰入をせず決算を行え
ている。以上の取組の結果、県の重症警報市町村に
対する財政支援の要件となっている経常収支比率
を５年間で５ポイント以上の改善については、令和
２年度は９７%、令和３年度は９２．８%と改善。今
後も事業の選択と集中、更なる歳出の抑制と歳入の
確保を図りながら健全化に向け取組を推進してい
く。

  改善の原因等について。

  県と の 合同勉強会で の 視点は、経常経費の 適正
化、人件費の抑制、職員定数の適正化、業務改善に
よ る 職員の 時間外勤務手当の 削減等で 令和３ 年
度に於いて２億８千７百万円の効果額。また、投

資的経費についても新規事業債の選択と集中、年
度間の平準化の検討、新規地方債の発行抑制等で
２ 億２ ７ ０ ０ 万円の 効果額を 見込む。徴収の 関
係で は、市税滞納等の 解消及び 体制の 強化の 取
組で５４００万円の効果額。ふるさと寄付金の
推進は、令和３ 年度で ３ 億５ ０ ０ ０ 万円を 超え
１億７８００万円の効果額である。

  重点的なものをあげて頂いたがトータル効果額は
いくらになるのか。

  令和３年度は７億４６００万円の見込み。

  進捗の管理スケジュールについて。

  １０月中旬に行革推進本部会で重点項目の検証と
今後の方向性を検討、１２月初旬に行革推進懇話会
の審議を得て、市のホームページで公表します。

  第１次、第２次、第３次行革の先輩市長の取組を視
られて、どのような感想を持たれたか。

  市政運営に関して血のにじむ思いでがんばって来
られたのかなと思っています。以上です。

多田 與四朗
議員

地域に飛び出す公務員と
各種団体について

  まちづくり協議会のこれからについ
て。

 まず初めに、自治会を始め様々な団
体と共に活動され、活動を通してコミュニティの形
成を図るために、日頃ご尽力頂いている皆様に対
し、まず感謝を申し上げます。宇陀市では「全て行
政で担う」という考えから「住民が自ら考え、自ら
行うというまちづくりへ」が進んできているのでは
ないかと思っています。
地域が抱えている課題解決に向
けて、今後も引き続きまち協の
活動を支援してまいりたいと考
えています。

 人権教育とSDGｓについて（市長）
 

  SDGｓにつきましては人間が人間らしく暮らして
いくために地球規模で解決すべき課題を整理して
２０３０年までに達成すべき目標としてかかげら
れたものです。宇陀市では、これからも人権尊重の
立場に立って「誰一人取り残さない」持続可能の多
様性と包摂性のある社会を実現するというSDGsの

考えを取り入れまして、宇陀市の強みを生かしたま
ちづくりを目指していきたいと思います。

   地域移行によるクラブ活動のこれからについて（市
長）

  部活動の地域移行につきましては受皿となる組織
体制の整備、指導者の確保、活動場所や施設の確保、
費用や送迎等保護者負担の問題、生徒への影響、教
員や学校への影響等々の様々な問題課題があると
認識しております。特に財源と人の確保が大きい問
題で、これを克服する手立てが必要であると考えて
います。市といたしましては、今回の改革をきっか
けにいたしまして、これまで長年にわたって学校の
部活動が担ってきた教育的役割を、それを市や地域
全体で取り組んでいく必要があると思っています。
そのための環境を整えるといったところでしっか
りと取り組んでまいりたいと考えています。

 その他の質問事項
　   中学校の部活動の地域移行に伴う地域に飛び出す

公務員と指導者の育成の関係について
　   人権セミナーに参加して修得した知識として、歴

史・暮らし・仕事の３点の見直しについて、いつ頃
なぜ見直しをかけられたのか

　   情報の周知の仕方について
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日 月 火 水 木 金 土
12/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

本会議 本会議 常　任
（議案提案） （議案質疑） 委員会

11 12 13 14 15 16 17

常　任 予　算
委員会 委員会

18 19 20 21 22 23 24

本会議 本会議 本会議
（一般質問）（一般質問） （一般質問）

25 26 27 28 29 30 31

10：00開会（日程・時間等変更の場合があります）

次 回 12 月 定 例 会

令和4年第３回定例会 議 案 と 結 果
付託先略称
即決：本会議即決
総務：総務産業常任委員会
福祉：福祉文教常任委員会
予算：予算審査特別委員会
決算：決算審査特別委員会
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宇陀市職員の育児休業等に関する条例の一部
改正について

総務 ○ ○ ○ ○
議
長
の
た
め
表
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん

○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

訴えを提起することについて
（ 宇陀市心の森「多世代交流プラザ」における

前指定管理者に対する使用料相当損害金等
の支払請求に係るもの：観光課）

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○
原案
可決

令和４年度過疎地域持続的発展計画の変更に
ついて

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

令和４年度辺地総合整備計画の変更について
総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批
准を求める意見書（案）について

即決 × × × × ○ × ○ ○ ○ × × × ○ 否決

賛否が分かれた
議案の○×結果

［○賛成　×反対　△退席　－欠席］

付託先 件　名 結　果

予算
令和４年度宇陀市一般会計補正予算

（第３号）について
原案可決

決算
令和３年度宇陀市一般会計歳入歳出
決算認定について

認定

決算
令和３年度宇陀市住宅新築資金等貸
付事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

認定

決算
令和３年度宇陀市営霊苑事業特別会
計歳入歳出決算認定について

認定

決算
令和３年度宇陀市国民健康保険事業
特別会計歳入歳出決算認定について

認定

決算
令和３年度宇陀市介護保険事業特別
会計歳入歳出決算認定について

認定

決算 令和３年度宇陀市後期高齢者医療事業
特別会計歳入歳出決算認定について 認定

決算
令和３年度宇陀市下水道事業特別会
計歳入歳出決算認定について

認定

全会一致の議案等
付託先 件　名 結　果

決算
令和３年度宇陀市保養センター事業
特別会計歳入歳出決算認定について

認定

決算
令和３年度宇陀市立病院事業特別会
計歳入歳出決算認定について

認定

決算
令和３年度宇陀市介護老人保健施設
事業特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

認定

決算
令和３年度宇陀市水道事業特別会計
歳入歳出決算認定について

認定

即決
令和４年度宇陀市一般会計補正予算

（第４号）について
原案可決

即決
令和４年度宇陀市立病院事業特別会
計補正予算（第２号）について

原案可決

即決

人権擁護委員の推薦につき意見を求
めることについて

（令和４年１２月３１日任期満了に
伴うもの）

適任

　今までより見やすい議会だよりに
なるように、委員全員で研究してまい
りました。一般質問を横書きにするこ
とで内容をより多くお伝えすること
ができるようになりました。裏表紙に
掲載していた写真を表紙にすること
にし、裏表紙には議決結果を掲載する
ことで、より分かりやすくなるよう

に変更しました。また、全体の文字を
「UDフォント」という見やすいものに
変更しております。今後も親しんでも
らえる議会だよ
りの編集に努め
てまいります。

編 集 委 員　宮田美紀
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